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概略
植物が高塩環境下に置かれると，細胞の脱水による浸透圧ストレス，塩化

物イオンやナトリウムなどによるイオンストレス，及び活性酸素による光
酸化ストレス等が引き起こされる．耐塩性の高い植物は，毒性イオンを液
胞に隔離し，適合溶質を蓄積して浸透圧を調節し，活性酸素消去系によっ
て過剰な活性酸素を消去する機構をもつ．塩生植物アイスプラント
（Mesembryanthemum crystallinum L.）は，塩，乾燥，強光，及び低温等の
ストレスに対する耐性が高く，海水を施与しても枯死しない．本種にユ
ニークな特性として，NaClとリンゴ酸の蓄積に特化した二種類の液胞を同
一細胞中に形成し，かつ体表面にブラッダー細胞とよばれる塩嚢細胞を発
達させてNaClを隔離する．さらに光合成型をC3型からCAM型へ変換する．
ブラッダー細胞はトライコームから変化したと考えられているが，その形
成機構は不明である．また，ストレスに伴う光合成変換機構の生理学的意
義についてはよく分かっていない．講演では演者らが単離したブラッダー
細胞欠損突然変異体及びCAM型欠損突然変異体の解析を中心にアイスプラ
ントの耐塩性機構について紹介する．
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